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水沢川小水力発電所事業性評価調査事業 

 
 

１．事業の目的 
   最上川水系寒河江川支流である水沢川において、流量調査、地形測量、地質調査を行い、それらのデータを
活用して最適な基本設計を実施し、小水力発電事業化に向けた的確な事業性評価を行うことを目的とする。 

 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名 
     株式会社ＰＯＷＥＲ Ｅ ＮＥＸＴ 
 
  （２） 事業名 
     水沢川小水力発電所事業性評価調査事業 
 
  （３） 事業期間 

令和 2 年 4 月 24日 ～ 令和 3 年 2 月 19日 
 

  （４） 調査を実施する発電設備の概要 
a．発電形式 ： 水路式 
b．使用水量 ： 1.06 m３/s 
c．有効落差 ： 117.27 m 
d．出   力 ： 995 kW 

 
３．令和 2 年度の事業実施概要 
     ① 地質調査 

機械ボーリング、標準貫入試験により、発電所建設予定地、及び 放水路予定地の計２本の調査を実

施した。 
     ② 基本設計 

流量資料に基づく最大取水量及び発電所規模の検討。最適規模に基づく発生電力量の計算。小水力

発電所を構成する諸設備（取水堰・取水口、沈砂池、導水路・ヘッドタンク、水圧管路、発電所、放

水路・放水口、道路等必要な周辺設備、水車発電機等機器レイアウト）に関する配置・寸法等。 

設計結果にもとづく建設コストの見積試算。 
     ③ 事業性評価 

建設から運転開始後のキャッシュフロー表、IRR等の事業性評価指標を含む試算を行った。基準ケ

ースだけでなくリスクケースでの分析を含めて事業性の評価を実施した。 
 
４．事業の成果等 
     ① 地質調査 

土質ボーリング柱状図が得られ、地盤構造が把握された。結果から発電所建設場所として問題の無

いことが確認された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

 ② 基本設計 
昨年度に実施した地形測量データを用いて概略設計段階の発電施設構想を基に全体計画を再検討、

水路ルート等の見直しを行ったうえで発電施設各部を設計、建設コストの見積算定結果を得た。 

並行して流量調査データから最適出力規模の検討を行い、使用水量等の発電諸元を決定した。kWh

当たり建設単価が最小となる条件を基本に、固定価格買取制度（FIT）単価も考慮した結果、1000 kW

を下回る最大出力 995 kWの計画とした。 

 
   全体平面図 
 
 
 
 
 

 
 
   水路縦断図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ③ 事業性評価 

基本設計で決定した条件によりキャッシュフロー分析を行い、投資金額・回収見通し・リスク等を

定量化し、事業性評価結果を得た。事業化可能性は十分に高いとの結論から、当社での事業化に向け

た準備を進めていくことを決定した。 
 
5．事業スケジュール 
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